ハルビン太平国際空港拡大工事開始

近年来ハルビン国際空港の利用率は急速に増加し、2011年の空港利用率は史上最高記録の784万人に達した。しかし、1974年に着工し、1979年に運行を開始したハルビン空港の取扱い能力は年間666万人であり、空港ターミナル拡大工事は1985年に一回行ったが、依然として超負荷の運行を続けている。
新しいターミナルは今の14搭乗口より30搭乗口に増加し、滑走路は3200メートルから3600メートルに延長する予定である。現在、空港ターミナルの右側に既に面積4万平方メートルの新しい駐車場が完成し、1500台の車の駐車が可能となる。

現在のハルビン国際空港ターミナルの敷地面積は6.7万平方メートルであるが、拡大工事により新しい空港ターミナルは16万平方メートルと現在の2.5倍になる予定である。

ハルビン国際空港ターミナルの建設は既に始まり、2016年に完成する予定である。完成後、ハルビン太平国際空港は年間14万機離着陸が可能になり、年間1800万人次の旅客と17.5万トンの貨物を取り扱うことが可能になる。

　　　　　　　　　　　　　　（ハルビン生活報が伝えた）
